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災害への対応や対策を考える上で，災害による社会経済的な影響の定量的把握は重要な

課題である．本報告は，都市部での経済活動が郊外部からの通勤によって支えられている

ことに着目し，数時間遅れのリアルタイムで取得可能な Docomo モバイル空間統計データ

を用いて，災害時の通勤量の推移を定量的に把握するための標準的な計算方法を提案する．

提案手法は，（1）居住市区町村別ではあるものの，メッシュ別時点ごとの存在人数を集計

したデータから，通勤流動の人数や総移動距離を推定すること，（2）莫大なサイズのメッ

シュ単位のデータを小さいサイズに集約すること，を推定結果の精度を落とさずに実現す

ることに注意して開発している． 

 

キーワード：モバイル空間統計,通勤,経済損失,ビッグデータ 


